第16回中小商工業全国交流・研究集会

地域の宝を生かし、新時代をきり拓こう

－カジノ経済から育てあう経済へ－　

ＨＰ・メールニュース<№4>
2009年10月1日
商工交流会までいよいよあと１月を切りました。
参加の申込も〈9月末締め切り〉にむけて作業をすすめていただき、移動分科会等、定員になりしだい、今後、調整をお願いすることになります。参加の申込は引き続き、受付ますのでよろしくお願いいたします☆
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆コンテンツ☆
・森清範さんの演題きまる
・歓迎行事：「舞のおもてなし」

・パネル「極める」「つくる」紹介

・移動分科会プロジェクト紹介③
・移動分科会への申込について

・ＨＰのケーススタディ募集
・京都吟行余談
●森清範・清水寺貫主さんの記念講演（第3日）-「西国観音霊場御開帳」
「西国観音霊場」とは一般的に「西国三十三観音霊場」として全国に数ある観音霊場のうちで最も歴史が古く、観音霊場の元祖的な存在です。
昔は札所の順番がしっかり確定しておらず、現在と同じ順番になったのは、室町後期から江戸時代にかけてのことだそうです。「坂東三十三観音」と区別する為に「西国三十三観音」と呼ばれるようになりました。札所の寺院は、和歌山、奈良、大阪、京都、兵庫、滋賀、岐阜の七府県にまたがっています。

霊場巡りは、718年に長谷寺の徳道上人によって始まったと伝わっています。それから270年後、政権争いに巻き込まれ皇位を奪われた花山法皇が那智山で修行したのち西国観音霊場を巡礼しました。以降、巡礼が人々に広まり盛んになり、徳道上人ゆかりの法起院、花山法皇ゆかりの花山院と元慶寺が番外札所になっています。

清水寺は第16番「音羽山清水寺」、ご本尊は十一面千手千眼観世音菩薩、北法相宗。
開帳（かいちょう）とは、仏教

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%BA%E9%99%A2" \o "寺院" 寺院で本尊をはじめとする仏像を安置するお堂や厨子の扉を開いて拝観できるようにすることですが、その意味を転用・拡大し多様な用法に用いられることばです。　　　　　　　　　　*各ＨＰから引用　　　　　　　　　（合掌）
●歓迎行事は「舞のおもてなし」（第1日12時半～＠シルクホール）
10月31日（土）、全体会開会前に歓迎行事として「舞のおもてなし」を予定しています。

踊りの披露と踊り、衣装についてもお話をいただく予定です。お楽しみに（次号詳細）
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●パネルディスカッションの紹介

極める-「技能・商売」

◎パネリスト

北村賀善氏（清水焼・伝統工芸士）

阿戸孝博氏（非破壊検査業・『鉄の医者』）

川島章男氏（パワーエレメントコーポレーション）　　　　〈北村賀善氏〉
乙間英司氏（不二新製作所・「深穴の特殊加工」のスペシャリスト）

◎コーディネター　吉田敬一氏（駒澤大学教授）

最先端のモノづくりの現場でも中小企業の高い技術力が欠かせません。それは、「様々な業種の多様な製品や部品の加工に関わるため、使用している機械類の能力を最大限に利用し尽くす必要が生じる。それゆえ、そこでは技能の幅は大企業よりも広く、またフレキシブル」（助言者問題提起）であるからです。
高品質の日本のモノづくりを深部で支えているのは、こうした中小企業の技能の蓄積です。パネル「極める」は、日本の歴史と風土に根ざした伝統産業から、最先端の精密加工の分野に至るまで、磨きぬかれた熟練の技術・技能、あっと驚く知恵と工夫など、中小企業ならではの役割と存在意義を明らかにします。
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「つくる-中小企業政策」

◎パネリスト

松永　大氏（ＯＫエンジニアリング）

菰島克彦氏（布施民商事務局長）

河合　篤氏（大阪中小企業家同友会）
西陣町ミュージアム構想検討委員会
◎コーディネター　
鎌倉　健氏（大阪樟蔭女子大学教授）

〈西陣・町ミュージアム構想シンポジウム〉
　リーマンショック後、世界は新自由主義に変わるモデルを模索しています。生活の質の向上と自然環境と共生し、持続可能な発展を考えていこうとする流れです。地方自治体においても大企業への依存から脱し、地域経済の主体である中小企業の振興をはかろうと中小企業振興条例や産業振興ビジョンを策定する動きなどが広がっています。

自治体の中小企業政策の拡充の運動に係わってきたパネラーにより、これまでの到達点と課題について討論を深めます。
菰島克彦さん（布施民商）は「独自の地域産業振興を展開して10年が経過した東大阪市と八尾市の産業振興形成のプロセスを紹介しながら、両市の地域産業政策の相違点、その違いはなぜ生じたのか、今後の課題は何かについて」報告します。
松永大さん（東大阪金属加工者グループ）は大阪の５つのモノづくりグループの経験を踏まえ、「グループの発展のためには、何が課題なのか、また自治体の今後に何を期待するか」などについて問題提起を行います。河合篤さん（大阪中小企業家同友会）は、運動の到達を踏まえ、「自治体政策の今後の課題は何か」について明らかにします。また、地元の「西陣町ミュージアム構想検討委員会」が西陣産業の再生プランを報告する予定です。

●移動分科会「西陣と京町家」　　助言者　古武博司・京町家「古武」主宰
「町家ブーム」の中、町家を残そうという運動も広がっています。
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「町家は地場産業とともにあります。地場産業にとって必要な職住一体型の構造物。何よりも地場産業の元気が大事、大工さんに瓦屋さん、土壁職人さんや木材やさんがそろってはじめて維持できます。産業構造そのものを再構築する必要があります」
（古武さんインタビューから）。
〈古武邸の玄関〉
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◆主な予定　
集合：9：00＠「古武邸」：西陣と京町家のレクチャー　→　三上家路地見学　→　織成館（渡文旧店舗兼住宅）〈↓〉
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→鉾参道→古武邸で昼食
→大宮千両が辻
→吉岡工場見学→アトリエのぶ
→西陣織会館
〈市松模様の襖で統一された離れ座敷〉
※移動分科会は定員になり次第締め切ります※

　⑰西陣と京町家　30人程度

　⑱京町衆の足跡と吟行　30人程度

　⑲京の水をたどる　　15人

　⑳フォーラム　「京・職人の技」定員未定
●第16分科会「ＨＰの活用と中小企業経営」ケーススタディを募集します
「ＨＰで自社製品を紹介したら、試作品発注がきた」‐という話にみられるように、自社製品、自社のコンセプトを発信していくことが新しい販路拡大や自社経営を見直す機会につながっています。また、民商・県連の運動の実績が遠く離れた民商のＨＰへの訪問で相談の連絡がくるなど、これまでの距離感覚とは違う発信も大切です。
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今回、助言者の佐藤元相さんは、第15回商工交流会では異業種ネットワーク「フォーラムアイ」の活動を報告していただきましたが、製造業企業のＨＰアドバイザーとしても活躍されています。「目指せ！地域の１番星店　小さな会社★お客さまに選ばれる仕組みの作り方」と助言資料も届きました。この機会に自社、民商・県連のＨＰづくりのスキル・アップをめざし、大勢の参加をお願いするとともに、ぜひ、ケーススタディにも名乗りをあげてください。

準備の都合上、先着5人に限らせていただきます。事務局まで。
[吟行余談]　前田貞一（東山民主商工会）
　蜷川虎三さんが眠る智積院周辺は、江戸時代は空き地が多く、宮本武蔵はこの一角で吉岡伝七郎との対決を制し、名門吉岡家消滅の一因となりました。俗にいう三十三間堂の決闘は舞台効果を考えた吉川英治氏の創作です。

　蜷川元知事は優れた政治家であるとともに権力に屈しない豪放磊落な人でした。明治維新に生まれていたら日本の政治を変えていたかもしれません。歴史の町、東山は、昭和の英傑が永眠するにふさわしい地といえるでしょう。

★事務局からのお願い

・9月末〆切となっていますが、まだ参加できますので、これからも参加をよびかけてください。よろしくお願いいたします・
　・参加申し込み書の記載にあたって、パネルと基礎講座の両方に○をしている方がいます。時間が重なっていますので、必ず、「どちらかに○」をしてください。
**********《参加申し込みについて》****************
１、日時・開催場所　2009年10月31日12時半～11月2日正午
第1日　全体会：シルクホール

パネルディスカッション・基礎講座：池坊学園

第2日　分科会：京都府中小企業会館、龍谷大学大宮学舎、池坊学園

第3日　全体会：シルクホール

２、参加費　　3日間：13,000円、1・2日間：10,000円、学生は3,000円

問合せ・参加申込は民商・全商連までご連絡ください。

参加申込用紙・リーフレットをお送りします。

全商連☎03-3987-4391／宿泊希望は、センターツーリスト☎06-6354-9131







